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研究背景 2

チタン（Ti）の特徴  航空機（軽量化）

 発電所用熱交換器

 海水淡水化プラント

 医療デバイス

 低比重（鉄の約56%）

 高比強度・高耐腐食性

 低熱膨張（CFRP組合せ）

 高い生体親和性・適合性



研究目的 3

チタン切削屑を再溶解せず，直接素材として高歩留りで再生する

固相リサイクル技術と再生素材のスケールアップ製法の確立



研究体制（大阪大学－上田ブレーキ㈱） 4

H25年度 チタン切粉の水素化熱処理による粉砕加工性の改善効果の検証

❶熱処理によるTi切削屑への水素吸蔵挙動と酸素・炭素還元反応の解明（阪大 近藤・梅田）

❷水素含有量と水素化Tiの脆化度の相関性解析（阪大 今井，上田ブレーキ 西村・名切）

H25年度 チタン切粉の水素化熱処理による粉砕加工性の改善効果の検証

❶熱処理によるTi切削屑への水素吸蔵挙動と酸素・炭素還元反応の解明（阪大 近藤・梅田）

❷水素含有量と水素化Tiの脆化度の相関性解析（阪大 今井，上田ブレーキ 西村・名切）



主な研究成果①－水素化熱処理によるTi切削屑の均質・微粉砕加工法の開発 5

大気で安全に短時間で粉砕可能
➡TiH2原料粉末の製造方法

純チタン材において水素量が

約300ppm（0.03%）を超えると

伸び（延性）は急激に低下

⇒脆性な水素化チタン(TiH2)の
生成・分散の影響➡粉砕性向上

安定構造⇒非酸化性⇒安全性

熱分解によるTiH2→Ti+H2
➡Ti原料粉末の製造が可能
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切粉: 10 g
加熱雰囲気: H2:2 + Ar:1 (L/min)
加熱温度: 400, 600, 800℃
加熱温度: 30 min

水素化熱処理実験（管状電気加熱炉）

汎用チタン合金Ti-64*切粉屑
（市場流通品*Ti-6%Al-4%V (wt.%)）

主な研究成果①－水素化熱処理によるTi切削屑の均質・微粉砕加工法の開発
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量産加工機にて汎用チタン合金切粉の回収率（リサイクル率）；100%を実証

粉砕加工時間；4～5hr（従来）➡0.5hrに短縮（加工費；1/8~1/10に削減）

主な研究成果①－水素化熱処理によるTi切削屑の均質・微粉砕加工法の開発
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8主な研究成果③－水素の微量含有による純Ti（α）材の高強度・高延性化

微量水素の含有によるβ相（bcc）形成

➡冷却時のβ→α相変態による(0001)形成
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水素と酸素といった生体無負荷元素のみの添加により汎用チタン合金
の特性を凌駕する高強度・高延性を実現 ➟医療器具・デバイス用素材

主な研究成果③－水素の微量含有による純Ti（α）材の高強度・高延性化



10環境政策への貢献－製品（素材）使用時のCO2ガス排出量削減

本研究成果による廉価チタン材➡現行Ti-64合金との代替

➡チタン素材の適用部品・拡大➡CFRP使用量・増➡軽量効果

（出展 炭素繊維協会）



11成果概要（模式図）

目的

成果


